	ＤＩＹ業「店舗開発／職務」

	【概要】
新規出店のための調査や売上予測、渉外を行う職務。

店舗のスクラップ・アンド・ビルドやリースしている店舗物件の契約更改などを含めた中長期出・退店計画策定・推進の職務が含まれる。
【仕事の内容】
店舗開発の仕事は、概略すると以下のとおりである。

（１）商圏調査などの立地調査や競合店調査などを行い、地域特性や地域の消費者特性を把握し、出店計画の推進を図る。

（２）前記市場調査から、どこに出店すればどのぐらいの集客と売上が見込めるかまでを具体的に予測する。

（３）会社の経営戦略、店舗開発戦略などに基づいて出店計画のみならず、店舗スクラップの計画と推進を図る。
（４）出・退店計画の推進に当っては、関係諸官庁への届出やリース物件における貸主折衝に基づく賃貸契約などの業務も行う。
【求められる知識・経験】
（１）ＤＩＹ業の本部(本社)業務に入職を希望する場合においても、通常、店舗業務を経験した後に、店舗開発などの本部(本社)業務に異動するのが一般的であり、特別な公的資格は必要とされない場合が多い。ただし、経験採用の場合は、店舗開発業務における実務知識と専門知識が問われる。

（２）店舗開発業務の中でも、物件確保に関わる業務は比較的専門性が強いことから、店舗経験を経ずに入職することもある。

（３）出店に関わる物件確保のためには、社内外のネットワーク構築が不可欠である。情報を共有化するために協調性やコミュニケーション力など対人関係のスキルも重視される。
【関連する資格・検定など】
　・宅地建物取扱主任者(財団法人不動産適正取引推進機構)
【労働省職業分類(小分類)との対応】
・２５２ 企画・調査事務員

・２８１ 営業・販売事務員

・３３１ 不動産仲介・売買人



